
電力団生プレーキは電圧変動のはなはだしい電車線との並列

五II伝であるから ， 自己励磁形発電プレーキの如き[I巻発m般を

使HJすることはできないので 4 . 111.力回生プレーキつなぎ

主fl1 ífi))織を他lií1Jあるいは分巻，

さらに差即J復巻特性として作

用させ，これを電車線につな

ぐには， その誘起起電力が屯

11i総 ~11t七よりも if5 くなったと

きにこれをf[Uli線に接続する

紋1五日出によるか， úil)磁を強め

て 1-U:流を自然に逆流させるか

する。差ífv) 臣H全特性をうる方

法としてつり合低抗告告を使!日

する方式が多く )日 L 、られる。 τr 

l討 4 は代表的な電力団生プレーキの方式である。この場合発泡

機としてH齢、ている主電動磁を回生íß動機という。

ブレーキブ]の制御は|亘I ~三電動機の界1滋伝説t を 1111滅 して行う。

回生電動機の界磁を励磁するための似ùl滋方式としては，別i闘

に励磁僚を備えたもの， 主電動機のうら 1 fibl または 2 fihlを励磁

機とする方法，界磁コイノレに直列低抗をつなぎ~'-' "Ii線から也統

をとって励磁する方法(分巻発包括量式)などがあり ， 励磁促音lC

の剥捻は励磁機の発生電圧を加滅するも のと ， 界磁コイノレに直

列にそう入した抵抗を1) I1 Î威して行うものとがある。

m力団生プレーキを装備することの幸1);占得失をあげるとつぎ

のとおりである。

利点

1 力行中使用した電力の一部を間以することができる。

2 1 1可申品子 ・ "li輸の!繁:11が少なくなり，かつ11司輪子の)"p;擦熱

によるタイヤのゆるみが防止できる。

3 プレーキのかかり具合が門前で5居心地がよい。

久点

1 主'I!î: ifi})殴その他の電気装置の容iitが大きくかっ観雑とな

るので製作践が高くなる。

2 電気装置が復雑となるため保守政， 修繕授が高くなる。

3 霊量が幾分桶加する。

一般に電気プレーキといえば発電プレーキと電力回生プレー

キをさすが， 電気力をfl)ffJしたプレ ー キの怠に解釈すればこの

ほかに電磁プレーキと 1同流プレ ー キがある。

電磁ブレーキは電磁石をレーノレ聞に *IJ対して製但し，電磁石

を励磁したは1令， 電磁石がレ ー ルに!段引されようとする力をて

こを介して制輸子に伝えてプレーキ力とするものと ， 直接レー

ノレ而に!汲十l きその摩擦力によってプレーキカを得るものとがあ

る。 îìíj者は発泡プレ ー キと共用することにより発電プレ ー キ装

置tの~iITを電磁プレ ー キを使用する分だけ小さくできる利点が

ある。この場合電磁石の励磁電流に発泡プレーキの負荷電流を

{似目することにより簡単に共用できる。 1走者は保守政の多くか

かる ν - 1レを摩耗することになるので， 常用する ことは不利で

あるから， もっぱら非常用 と して用いられる。 この場合にはUi})

磁ffi V!Efi也車線から供給される。

渦流ブレーキは車輪またはプレーキドラムをはさんで電磁石

の両柱を配位し，必裂なときに電磁石を励磁して }Ii輪またはプ

レーキドラムに渦疏と磁束の作用によるプレ ー キ力を発生せし

めるものであるが， 現在あまりFFl l、られていない。(沢野周一)

てんきほうこくきてい 電気報告規程 昭和 2 ・ 4 逸話I~ 292 号

電気報告例， 昭和 27 ・ 2 総放迷第 87 号'ì1l力事故報告鋭程， 昭和

27 ・ 3 総放迷宮n59 号電気通信事務に |刻す る成総状況報告規程

てんきりょう

等による電気関係の設備の現況， な らびに業務の災総および主II

j刊に傑lする報告鎖を整思統合し， 昭和 29 ・ 1 0 総裁主制I~' 601 号を

も って制定された規位。これは電気関係の業務概裂を迅速かつ

正確には控室し， 業務il~率の向上に資する報告類の名称，報告till

別，到着JtiJ限 ， 作成箇所長， 機式等を定めたものである。

(岩沢弘)

てんき ゅ う 電球 (車両用) (英)lamp bul b for ca r 鉄道平
両に使用される'ì1lLj<。わが国では日本工業規絡に定められてい

る。車両は運転中に板動するから，この程球はとくに耐綴性を

高めてある。電球の大きさは消費ワット数の標準値で示し， 極

別 ・ 寸法等各在Eの形式が定められている。

口金はねじ込式(エジソ ン形， ~各号 E) およびさ し込形(スワ

γ形，田名号 S) の 2 fi1l額がある。!l'/íに lì~灯Hl tJ[球は，その光源

寸法はできるだけ小さくして ， 集光性をよくするようにしてら

る。(内村守男)

てんきゅうせっき 電気融雪器 包気融~{~m却は鉄道線路の分

岐点にある転轍(てんてつ)掠および轍叉(てっさ)に月Jいる l 艇

の電熱総で，ドキ包の場合松鰍総および徽叉に雪が絞ると，転鰍

不能になり ， 列1 11五lH認がIE'tj:; にできない。

電気融雪協は1k;鰍日告および徽叉に適合する憐造のfE然~*をl反

付けて降雪時に也然により積雪をとかして，線路の切瞥が 1=1 註l

にできるようにしたものであって，基本軌条型， 床板型に大別

され， ííJì々の型のものがあるが， シ ズ線型，床板型と称する

ものが代表的なものである。'I1l然昔話の室長iïiは 1 fiN 200-300W 

で， 1 転徽穏当り 6-8 jf引を JTJ い ， シ ー ズ線型は l 佃 1 ，200 また

は 1 ，700W で， 1 伝徽27tに 2 fi聞が用いられている。(高柳達)

てんき ゅ うソケ ッ ト 電球ソケット (車両用) 電球受口と

1 エジソン型1[1 1車ソケ ット 2 スワン雪国電球ソケット

もいい，車両mには図ー1 のような一般家l庭用電球の受口と全く

同様なねじ込式(通事l'エジソゾ形，略号E) ， 図ー2 のようなさし

込式(通称スワン形，略号 S) の 2 痘芸員がある。木休は陶務また

はベークライトてイl' ったものが多い。(内村守男)

てんきりょうきん 電気料金 m気事業はわが国では公益事

業と法定されている。一般公益事業 というのは日常生活に直接

欠くことのできない必需の消政財， つまりサー ビスを供給する

事業であって，そのため一般の弘企業とは違った特別の公益的

規制をうけている。これはil'El'，者の利益つまり公益を確保する

ためである。したがって電気料金については， 他の商品のよう

なきめ方をするわけにいかず， 合P.dl的かつ公正であるための特

別の決定方法が行われている。

一般の企業では生産fólî絡がそのまま ， 市場1凶絡にはならず，

市湯の需給関係によって市場佃l絡が形成されている。しかし電
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